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VOICE

水
谷
　
隆
彦  

理
事
に

　
　
　
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

愛
知
県
機
械
工
具
商
業
協
同
組
合
　
理
事
長
　
水
谷
　
隆
彦

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：愛知県機械工具商業協同組合

代表者名：水谷　隆彦

設立年月：1949年 2月

組合員数：233名

住　　所：名古屋市熱田区三本松町

　　　　　16番 8号

組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
私
た
ち
の
組
合
の
前
身
は
、明
治
半
ば
に
設
立
さ
れ
た「
名

古
屋
銅
鉄
商
組
合
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
11
年
７
月

に
「
銅
鉄
金
物
組
合
」
と
な
っ
た
後
、
二
度
の
名
称
変
更
を

経
て
、
現
在
の
「
愛
知
県
機
械
工
具
商
業
協
同
組
合
」
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、組
合
員
企
業
の
協
調
と
団
結
の
下
、

日
本
の
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
歩
み
、
直
面
す
る
課
題
に

対
応
す
べ
く
相
互
研
鑽
を
通
じ
て
機
械
工
具
流
通
の
発
展
に

寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
製
造
業
の
生
産
拠
点
の
シ
フ
ト
が
進

ん
で
以
降
、
組
合
員
数
は
廃
業
や
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
で
減
少
傾
向

に
あ
り
、
業
界
の
流
通
構
造
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
へ
と

変
化
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
う
し
た
環
境
変
化
を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
今
後
も
組
合
員
企
業
の
経
済
活
動
の
活
力
を
高
め

る
た
め
魅
力
あ
る
事
業
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
組
合
の
事
業
で
は
、組
合
員
の
た
め
の
各
種
保
険
の
受
注
・

斡
旋
や
労
働
保
険
事
務
、
給
油
カ
ー
ド
を
発
行
し
車
両
燃
料

油
の
取
次
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
た
人
材
育
成
の
た
め
の
事
業
と
し
て
、

新
入
社
員
研
修
、
セ
ー
ル
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
・
ス
ク
ー
ル
、

経
営
者
・
管
理
者
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
特
に
商
社
の
組
合

と
し
て
、
取
引
先
と
円
滑
な
交
流
が
出
来
る
よ
う
な
研
修
内

容
と
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
セ
ー
ル
ス
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
か

ら
切
削
加
工
に
関
わ
る
知
識
を
、
加
工
の
現
場
実
習
を
通
じ

て
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
研
修
は
特
に
応
募
が
多
く
、
年
に

二
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
個
人
特
性
分
析
）
と
い
う
、
性

格
や
仕
事
に
対
す
る
姿
勢
な
ど
を
数
値
化
し
分
析
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
組
合
員
向
け
に
提
供
し
て
お
り
、
社
員
採
用
時
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
無
く
し
、
社
員
の
定
着
を
図
る
ほ
か
、
現
在
の

仕
事
と
の
適
性
や
人
事

評
価
な
ど
の
参
考
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
福
利
厚
生
事
業
と

し
て
、
親
睦
を
深
め

る
た
め
の
親
善
野
球
大
会
、

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

野
球
大
会
は
今
年
で
79
回
を
数
え
、

毎
年
30
チ
ー
ム
近
く
が
参
加
し
て
笑
顔
で

汗
を
流
し
、
賛
助
会
員
を
含
め
組
合
員
に
と
っ
て
は
貴
重
な

機
会
と
な
り
、支
部
を
超
え
た
交
流
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

　
組
合
支
部
は
、
名
古
屋
市
内
の
７
支
部
に
尾
張
支
部
・
三

河
支
部
を
加
え
た
９
支
部
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
各
支
部
に

お
い
て
懇
親
会
や
見
学
会
を
独
自
に
企
画
す
る
こ
と
も
あ

り
、
地
域
内
で
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
青
年
部
も
活
発

に
活
動
し
て
お
り
、
組
合
員
企
業
の
社
員
や
家
族
を
対
象
に

し
た
キ
ャ
ン
プ
の
集
い
や
、
他
産
業
の
視
察
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

今
、
特
に
力
を
い
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社
と
共
催
し
て
い
る
国
内
最
大

級
の
工
作
機
械
・
技
術
の
専
門
展
示
会
で
あ
る
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
メ

カ
ト
ロ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
）
２
０
１
９
の
開
催
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
は
一
年
お
き
に
開
催
し
て
お
り
、
今

回
は
10
月
23
日
（
水
）
か
ら
10
月
26
日
（
土
）
ま
で
、
ポ
ー

ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
477
社
・
団
体
か
ら
計

１
９
４
１
小
間
の
出
展
が
あ
り
、
出
展
数
は
過
去
最
大
で
す
。

ま
た
、
お
客
様
が
新
技
術
に
関
心
を
持
ち
、
メ
ー
カ
ー
も
新

商
品
を
次
々
と
開
発
し
て
い
る
た
め
、
こ
う
し
た
展
示
会
に

は
敏
感
に
反
応
さ
れ
ま
す
し
、
組
合
員
の
商
い
に
つ
な
が
る

良
い
機
会
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
機
械
工
具
関
係
者
以
外
に

も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
学
生
向
け
の
企
画
も
開
催
し
て

お
り
、
一
昨
年
と
同
様
に
９
万
人
以
上
の
来
場
者
を
お
迎
え

で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
、
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
や
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
に
対
し
て
特
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
来
年
の
７
月
に
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
と
は
別
に
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
・
自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
専
門
展
と
し
て
、「
ロ
ボ
ッ
ト
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」
を
ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社
と

共
催
し
、
愛
知
県
国
際
展
示
場
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
工
作
機
械
受
注
額
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
Ｅ
Ｖ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
、
自
動
運
転
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
最
新
動
向
に
も
注
視
し
、

業
界
の
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
城
巡
り
が
趣
味
で
、
日
本
百
名
城
の
う
ち
60
城
を
制
覇
し

ま
し
た
。

　
ゆ
く
ゆ
く
は
、
続
日
本
百
名
城
も
含
め
て
二
百
名
城
を
制

覇
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
海
外
の
お
城
に
も

興
味
が
あ
り
ま
す
。
要
塞
の
よ
う
な
見
た
目
も
日
本
の
お
城

と
は
違
っ
て
い
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
熱
い
お
風
呂
に
つ
か
る
の
が
好
き
な
の
で
、
温
泉

に
も
よ
く
行
き
ま
す
。
疲
労
回
復
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
お
す

す
め
で
す
。
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中小企業トピックス '19 in October

　令和元年 10 月から消費税の軽減税率制度が実施されました。
　日頃の帳簿・請求書等の記載に、税率を区分して記載（区分記載請求書等保存方式）するなど一定の記載事
項が加わります。
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　中央会あいち　2019年 10月3

中小企業トピックス '19 in October

―国税庁　発行「よくわかる 消費税 軽減税率制度」パンフレットより―
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中央会あいち　2019年 10月　 4

夏
場
に
か
け
て
の
物
価
上
昇
率
は
鈍
化

　
総
務
省
が
発
表
し
た
７
月
の
「
全
国
消
費
者
物
価
指
数

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）」
に
よ
る
と
、
日
銀
が
最
も
重
視
し
て
い
る
「
生

鮮
食
品
を
除
く
総
合
指
数
」
は
前
年
比
プ
ラ
ス
0.6
％
と
な
っ

た
。
２
年
７
か
月
連
続
で
前
年
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、

プ
ラ
ス
幅
は
前
月
か
ら
横
ば
い
と
直
近
２
年
間
で
み
る
と
最

も
低
い
伸
び
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
最
近
の
景
況
感
や
消
費

の
弱
さ
を
反
映
し
、
春
か
ら
夏
場
に
か
け
て
の
消
費
者
物
価

上
昇
率
は
鈍
化
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
物
価
の
内
訳
を
み
る
と
、上
昇
し
た
お
も
な
費
目
と
し
て
、

電
気
代
が
前
年
比
プ
ラ
ス
2.7
％
、ガ
ス
代
が
同
プ
ラ
ス
3.0
％
、

家
電
製
品
や
家
具
等
の
家
庭
用
耐
久
財
が
同
プ
ラ
ス
3.8
％
と

な
っ
た
ほ
か
、
加
熱
式
た
ば
こ
を
含
む
国
産
た
ば
こ
が
同

7.8
％
と
高
い
伸
び
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
下
落
し

た
費
目
と
し
て
は
、
生
鮮
野
菜
が
同
マ
イ
ナ
ス
3.3
％
、
携
帯

電
話
の
通
信
料
が
同
マ
イ
ナ
ス
5.7
％
と
大
き
く
下
落
し
た
ほ

か
、
ガ
ソ
リ
ン
代
も
同
4.3
％
と
下
落
幅
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
直
近
数
か
月
で
は
、
携
帯
電
話
料
金
と
ガ
ソ
リ
ン
代
が

お
も
な
下
落
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

東
海
の
物
価
は
横
ば
い
で
デ
フ
レ
目
前

　
翻
っ
て
、
東
海
地
方
の
物
価
動
向
を
み
る
と
、
全
国
と
は

少
し
異
な
る
傾
向
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
東
海
の
「
生
鮮
食

品
を
除
く
総
合
指
数
」
は
前
年
比
プ
ラ
ス
0.1
％
と
、
か
ろ
う

じ
て
プ
ラ
ス
で
は
あ
る
が
、
全
国
（
同
プ
ラ
ス
0.6
％
）
よ
り

0.5
ポ
イ
ン
ト
小
さ
く
、プ
ラ
ス
幅
は
前
月
（
同
プ
ラ
ス
0.3
％
）

か
ら
縮
小
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
生
鮮
食
品
お
よ
び
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
除
く
総
合
」も
同
プ
ラ
ス
0.1
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

全
費
目
を
合
計
し
た
総
合
指
数
に
至
っ
て
は
、
同
0.0
％
と
物

価
下
落
目
前
の
横
ば
い
の
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

　
過
去
の
景
気
循
環
で
は
、
全
国
や
他
地
域
に
先
行
し
て
景

気
が
変
動
す
る
傾
向
が
強
い
東
海
地
域
で
あ
る
が
、
そ
の
東

海
の
物
価
が
全
国
に
先
ん
じ
て
デ
フ
レ
目
前
ま
で
迫
っ
て
い

る
現
状
は
憂
慮
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
政
府
に
よ
る
「
緩
や

か
な
景
気
回
復
」
と
い
う
基
調
判
断
を
支
え
て
き
た
の
は
、

株
高
と
緩
や
か
な
物
価
上
昇
と
い
え
る
。
そ
の
う
ち
の
緩
や

か
な
物
価
上
昇
と
い
う
条
件
が
一
時
的
で
あ
っ
て
も
揺
ら
い

で
し
ま
う
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
。

一
部
の
物
価
下
落
要
因
が
消
失
へ

　
こ
の
よ
う
に
夏
場
の
消
費
者
物
価
が
弱
含
む
中
、
小
売
業

界
を
中
心
に
増
税
直
前
の
９
月
に
駆
け
込
み
需
要
を
取
り
込

も
う
と
す
る
セ
ー
ル
が
数
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

10
月
以
降
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
伴
う
ポ
イ
ン
ト
還
元

に
加
え
、
小
売
店
独
自
の
セ
ー
ル
な
ど
も
頻
繁
に
実
施
さ
れ

て
お
り
、増
税
直
前
の
９
月
か
ら
増
税
後
の
10
月
に
か
け
て
、

さ
ら
に
物
価
が
下
落
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
一
方
で
、
物
価
下
落
に
寄
与
す
る
と
み
ら
れ
て
い
た
お

も
な
要
因
に
変
化
が
出
て
い
る
。

　
一
つ
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
国
営
石
油
会
社
の
施
設
が

ド
ロ
ー
ン
攻
撃
を
受
け
、
一
時
的
に
サ
ウ
ジ
の
供
給
量
が
半

減
し
た
こ
と
で
あ
る
。
攻
撃
直
後
に
原
油
価
格

は
２
割
近
く
も
上
昇
し
た
も
の
の
、
サ
ウ
ジ
政

府
に
よ
る
月
内
を
目
処
と
す
る
復
旧
目
標
が
発

表
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
日
米
の
国
内
石
油
備

蓄
を
材
料
に
原
油
相
場
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
て
い
る
。
し
か
し
、
常
に
無
人
ド
ロ
ー
ン
の

攻
撃
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な

り
、
今
後
の
原
油
価
格
は
比
較
的
底
堅
い
動
き

を
続
け
る
と
み
ら
れ
る
。

　
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
増
税
に
よ
る
家
計
負

担
増
の
大
部
分
を
相
殺
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い

た
携
帯
電
話
料
金
の
引
き
下
げ
時
期
の
先
送
り

で
あ
る
。
当
初
、
10
月
に
は
楽
天
が
携
帯
電
話

事
業
に
参
入
し
、
キ
ャ
リ
ア
間
の
値
下
げ
競
争

が
激
化
し
、
料
金
が
大
幅
に
低
下
す
る
と
み
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
楽
天
の
基
地

局
整
備
の
遅
れ
に
よ
り
、
本
格
参
入
時
期
が
来

年
の
春
ま
で
の
期
間
に
先
送
り
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
楽
天
参
入
に
伴
う
料
金
値
下
げ
は
も

う
少
し
先
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

緩
や
か
な
物
価
上
昇
ト
レ
ン
ド
は
維
持

　
直
近
の
お
も
な
物
価
下
落
要
因
と
な
っ
て
い

た
ガ
ソ
リ
ン
代
と
携
帯
電
話
料
金
の
い
ず
れ
も

が
当
面
の
下
落
要
因
が
消
失
、
も
し
く
は
先
送

り
さ
れ
た
こ
と
で
、
消
費
増
税
直
前
の
デ
フ
レ

突
入
は
回
避
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
10
月
以
降

は
、
消
費
増
税
分
の
小
売
価
格
へ
の
転
嫁
が
進

む
こ
と
で
、
少
な
く
と
も
１
％
以
上
は
物
価
が

押
し
上
げ
ら
れ
る
公
算
が
大
き
い
。

　
し
か
し
、
元
々
の
消
費
の
弱
さ
に
加
え
、
ポ

イ
ン
ト
還
元
に
伴
う
国
や
事
業
者
側
の
シ
ス
テ

ム
対
応
等
の
不
備
か
ら
、
消
費
者
の
購
買
意
欲

が
減
退
す
る
可
能
性
も
生
じ
て
い
る
。
消
費
税

に
関
連
す
る
制
度
が
複
雑
な
上
、
足
元
の
景
気

も
盤
石
で
は
な
い
だ
け
に
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド

を
削
ぐ
よ
う
な
要
素
は
早
急
に
排
除
す
る
必
要

が
あ
る
。
日
銀
も
消
費
者
物
価
の
弱
さ
に
は
注

目
し
始
め
て
お
り
、
基
本
的
に
は
緩
や
か
な
物

価
上
昇
ト
レ
ン
ド
は
維
持
さ
れ
る
と
み
て
い
る
。

消
費
税
引
き
上
げ
前
後
の
物
価
動
向

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券。93 年東海総合研究所（現
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）。15 年４月中京大学経済学部客員教授、学校法人梅村学園評議員、19 年１月同理事。ニュース番組などの
コメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋港管理組合などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。

内田俊宏の経済トレンド
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景況の推移（前年同月比）

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
食料品：お盆や帰省のお土産の需要を取り込めた一部の業者は
一定の売上を確保できた。
化学・ゴム：原油高に伴う製造コスト、配送員不足による賃金
高騰等により販売価格是正の必要性が高まるが末端への転嫁は
進展せず。組合員間でのバラつきが収益悪化の要因となってい
る。
輸送用機器：生産車種により、また、組合員間でバラつきがあり、
全体として前年同期間より生産数量は下回っていると思われる。
【非製造業】
卸売業：10 月からの消費増税により８月頃より駆け込み需要を
見込み、在庫数量を前年より増やしたが、特に需要の増加を感
じることなく、売上は横ばいとなった。
サービス（旅館）：全旅館が前年割れとなり、宿泊人員が減少し
ている。台風によるキャンセルが原因との声もあるがインバウ
ンド客の減少も見られ、今後さらに人民元安でのツアーキャン
セルも発生している。
建設業：工事の着工数は増加したが、暑さと夏季休暇の為に稼
働日が減少し、収益は減少した。業界の人手不足は相変わらず
解消せず苦慮している状況である。

【製造業】
食料品（神奈川県）：年々、夏の暑さがより厳しくなっており、
昼間の店舗販売は客数がダウン（まばらな来客）。パート・アル
バイトの有給休暇取得、最低賃金アップ。資金繰り悪化傾向と
なる。
化学・ゴム（京都府）：全体的には足踏み状態にあるといえよう。
米中間の経済摩擦問題が予断を許さない状況にあり、影響を受
けている企業が多い。
輸送用機器（静岡県）：米中貿易摩擦の影響が大きく、４月から
４ヶ月連続対前年同月比売上減少が続いている。
【非製造業】
卸売業（東京都）：消費税率引上げを目前にして、売上高が少し
増加してきた。軽減税率制度やキャッシュレス・消費者還元事
業については、十分な理解のないまま進行しているのではない
かと危惧する。
サービス（観光業、宮崎県）：台風のためキャンセルになった仕
事があったが、業況は昨年同月比と変わらない状況だった。閑
散期のこの時期は、事務所で勉強会を行ったり、慰労会を行う
など組合員同士の交流を多く行っている。
建設業（新潟県）：高力ボルト不足による鉄骨工事の遅れのため、
工事量が集中しており、その関係で、職人不足が増加している。

（出典：全国中小企業団体中央会 HP より）

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

景況天気図

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪　化
DI≦−30

　この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の
景況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2019 年 8 月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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パソコンマスターへの道
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インフォメーション

おしらせ

　愛知県最低賃金は、令和元年 10 月１日から時間額 926 円に改正されました。（898 円から 28 円アップ）
　県内の事業所で働くすべての労働者（常用・臨時・派遣・パートアルバイト等）に適用されます。
　使用者は、適用される最低賃金以上の賃金を労働者に支払わなければなりません。
　賃金が時間給以外で定められている場合（月給・日給等）、賃金を一時間当たりの金額に換算して時間
額 926 円と比較します。
　詳細は、愛知労働局のホームページを参照してください。
　https://jsite.mhlw.go.jp/aichi-roudoukyoku/jirei_toukei/chingin_kanairoudou/saiteichingin_toukei/
saiteichingin.html
　最低賃金に関するお問い合わせは、最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

最低賃金改定のお知らせ

月日（曜） 時間 イベント名 場所

10 月 28 日（月）
14：00 第 68 回中小企業団体愛知県大会 キャッスルプラザ

16：00 記念講演会「激動の日本経済、これからどうなる？」
ジャーナリスト　長谷川　幸洋 氏 キャッスルプラザ

11 月 5 日（火）
〜 7 日（木） 11：45 第 71 回中小企業団体全国大会 鹿児島アリーナ

（鹿児島県鹿児島市）

11 月 12 日（火）
11：00 正副会長会 キャッスルプラザ
11：45 大会決議実現促進委員会 キャッスルプラザ

11 月 13 日（水） 13：30 若手スキルアップ研修会 ウインクあいち

中
央
会

イベントカレンダー

月日（曜） イベント名 組合名 場所
10 月 23 日（水）

〜 26 日（土） メカトロテック 2019 愛知県機械工具商業（協） ポートメッセなごや

10 月 27 日（日） 食肉・花き市場まつり 愛知名港花き卸売事業（協） 愛知名港花き地方卸売市場
11 月 2 日（土）

～ 3 日（日） ストーンフェスタ岡崎 2019 岡崎石製品工業（協） 殿橋下流乙川河川敷

11 月 3 日（日） 第５回とうふまつり 愛知県豆腐商工業（協） 金山総合駅コンコース

組
合

中央会事業レポート

　９月 26 日（木）〜 27 日（金）、「東海・北陸ブロック中央会指導員等研究会」を愛知県産業労働センター
会議室（名古屋市中村区）において開催し、東海・北陸ブロック管内（愛知県、岐阜県、三重県、富山県、
石川県）の中央会職員が参加しました。
　研究会の初日は、魅力的な広報誌の発信のため、「日経新聞の読み方出前講座及び会報誌作成のポイント」
をテーマに、日本経済新聞社の担当者から解説して頂きました。新聞記事の構成は、見出し（結論）、前文（要
約）、本文（詳細や背景など）の順に重要で、会報誌の見出しの他、ビジネス文書の書き方についても触れ、
結論、要約、詳細の順に記載するのがポイントと説明されました。
　２日目は、研究討議・情報交換として「中央会会報誌について」をテーマに各県の担当者から発行部数
や紙面構成、取材ポイントや工夫しているところなどの意見発表がありました。参加者同士、活発な質疑
応答があり、紙面づくりに苦
労している点や課題の解消に
あたり参考となる情報を得る
ことができ、有意義な情報交
換の場となりました。今後よ
り一層皆さまに読みやすい有
益な情報を提供できるよう努
めて参ります。

令和元年度 東海・北陸ブロック中央会指導員等研究会を開催
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インフォメーション

イベントレポート

　9 月 14 日（土）、15 日（日）尾張瀬戸駅周辺及び
瀬戸市内一円において、愛知県陶磁器工業協同組合、
瀬戸陶磁器卸商業協同組合、愛知県珪砂鉱業協同組合
が参加している大せともの祭協賛会主催の第 88 回「せ
ともの祭り」が開催され、39 万人の人出でにぎわい
ました。
　なかでも瀬戸陶磁器卸商業協同組合が担当している「せともの大廉売市」は全国最大の規模といわれ、今回
は 173 社が出店しました。その他、イベントや若手作家による「作家モノヒロバ」、ご当地グルメ「瀬戸焼きそば」、

「豊川稲荷ずし」、「高浜鳥めし」が出展して人気がありました。
　数多くの焼き物からお目当ての品を探したりイベントに参加し、家族連れやご夫婦などが休日の一時を楽し
んでいました。

第 88 回せともの祭りが開催されました

印章供養祭が開催されました

　９月 29 日（日）、愛知県印章協同組合の主催により印章
供養祭が名古屋市千種区の五台山　尋盛寺で行われました。
　10 月１日が「印章の日」であるのにちなんで開かれる
この供養祭は、古くなり使わなくなった印鑑を供養できる
ほか、現在使っている印鑑の繁栄祈祷もできます。
　当日は、本堂にて岸　清隆理事長の挨拶と廃印供養、繁
栄祈祷が行われた後、境内に設けられた印章塚の前で廃印
供養が執り行われました。
　爽やかな晴天の下、出席者は自分の分身ともいえる印鑑へ、日ごろの思いを込めて手を合わせていました。

　10 月３日（木）、愛知県人形玩具工業協同組合、中部
人形節句品工業協同組合、愛知県玩具卸商業協同組合
の共催により大須観音において、「第 55 回人形供養祭」
が開かれました。
　地域でも最も格式の高い供養祭で、本堂にて貫主さま
が護摩木を焚き読経してくださり、県内外から集まった
多くの参加者の方が、荘厳で崇高な雰囲気の中お焼香をしました。その後、境内に建立されている人形供養塔
前で式典が催され、境内広場にてお焚き上げが厳粛に執り行われ、お人形類を感謝をこめて供養することがで
きました。
　人形供養祭は毎年 10 月第一木曜に開催され、親しんできた人形の供養に併せて、家内安全の護摩木祈祷も
していただけます。

人形供養祭が開催されました

　10 月３日（木）から６日（日）ポートメッセなごやにおいて、一般社団法人日本木工機械工業会が主催する「日
本木工機械展／ウッドエコテック 2019」が開催されました。
　日本木工機械展では、最新の木材加工機械製品が多数展示され、国内の業界最大
のイベントで、中日本木工機械商工協同組合の組合員も多数出展しました。
　２年に１回の開催であり、一般のファミリー層対象の木育・体験イベントでは、
幅広い年代層の方が数多くの木で造られた出品物を見て触れて、木の味を体験して
おり、大変にぎわっていました。

日本木工機械展／ウッドエコテック 2019 が開催されました



大樹生命では各組合の皆様へ各種セミナーを実施しております（無料）

多くの経営者より個別に相談も頂いております。お気軽にご相談ください。
※セミナ̶実施についてのご照会先は
　名古屋市中区錦 1－4－6　大樹生命保険株式会社　名古屋支社　TEL 052－231－3852
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ-2019-5298（2019.6）　

◆セミナーコンテンツ例
　・事業承継（生命保険を活用した事業承継対策）
　・公的年金とライフプラン
　・知っておきたい賢い生命保険の活用法
　・公的介護保険制度を知ろう　　　　　　　など

愛 知 県 パ ン 協 同 組 合
理　事　長　長谷川　正　己
副理事長　光　田　　　充
副理事長　中　島　政　志

〒460－0002 名古屋市中区丸の内三丁目20番 29号
 ＴＥＬ　〈052〉962－6371
 ＦＡＸ　〈052〉962－6377

※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
※2019 年度に発行する「中央会あいち」に掲載する広告を募集しています。
　お問合せ：組織支援部　TEL : 052－485－6811
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0120-00-9967
受付時間 平日9:00～17:00

〒450-0002 名古屋市中村区名駅4-4-38 愛知県産業労働センター(ウインクあいち)16階 
                   TEL(052)587-2223(代)

〒444-0860 岡崎市明大寺本町1-34 岡崎センタービル8階
                  TEL(0564)22-0191(代)
資料請求はこちら▶http://www.ack-kyosai.or.jp 愛知県中小企業共済

本 部

三 河 支 局

がんばる の
ベストパートナー
がんばる の
ベストパートナー

傷害共済傷害共済
ケガの補償は安心補償ケガの補償は安心補償

生命傷害共済生命傷害共済
ケガも病気もサポートケガも病気もサポート

従業員医療共済従業員医療共済
従業員のケガや病気に従業員のケガや病気に

従業員弔慰金共済従業員弔慰金共済
従業員の「もしも」に備えて従業員の「もしも」に備えて

弔慰金共済弔慰金共済
思わぬ「もしも」に備えて思わぬ「もしも」に備えて

経営者医療共済経営者医療共済
経営者だからこそ万一に備えて経営者だからこそ万一に備えて

愛知県中小企業共済協同組合
オリジナルキャラクター

キョウサイ 天使’sキョウサイ 天使’s
テンシーズ

６つの安心で６つの安心で
企業の

経営をサポート!企業の
経営をサポート!

QRコードから
ご覧頂けます ▶
QRコードから
ご覧頂けます ▶
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